


令和６年６月７日 

理事会資料 

森林整備センター 

「令和６年度 整備局長等会議」の開催について 

１．概要 

森林整備センターは、本年５月に、令和６年度整備局長等会議を開催した。 

今年は、水源林整備事務所長を集めての会議は年１回この会議のみであり、基本を参集とし

て会議を開催した。 

会議では、所長、小平理事からの訓示・挨拶、外部研修の外、センター所長等と整備局長との

間において意見交換を行った。 

部門別会議では、整備センター各部室から所管事項の説明を行った。 

２．開催日時 

令和６年５月 16 日(木）～５月 17 日(金) 

３．場所 

森林整備センター会議室（川崎市） 

４．出席者 

所長、小平理事、赤﨑総括審議役、熊本総括審議役、各審議役、各部室長ほか幹部 

各整備局長、各水源林整備事務所長 

５．全体会議 

(１) 森林整備センター所長訓示

(２) 小平理事挨拶

(３) 森林整備センターを取り巻く情勢

(４) 各部室からの説明

(５) コンプライアンス外部研修

(６) センター所長等との意見交換

６．部門別会議 

(１) 森林管理部、監査・コンプライアンス室

○ 令和６年度計画及び令和５年度業務実績評価等

○ 職員の労働安全対策、職員の採用等

○ 令和６年度予算等

○ 会計検査院による会計実地検査（令和６年次）

○ 監事・内部監査計画等、コンプライアンス推進取組方針等

(２) 森林業務部

○ 令和６年度水源林造成事業実行に関する指示事項

○ 花粉の少ない苗木による植栽の推進等

○ 労働安全衛生指導など

Ⅱ―３

Ⅱ－３－1



令和６年６月理事会資料 

国 立 研 究 開 発 法 人 

森 林 研 究 ・ 整 備 機 構 

今後の主な会議・行事予定について 

日 付 研
究

整
備

保
険

行 事 名 場 所 等 

6月11日～

12日 
〇 会計実地検査 

整備センター 

（主催：会計検査院） 

6月12日 〇 
森林講座「カンボジアの森林減少最前線で

の人々のくらし」 

多摩森林科学園森の科学館 

（主催：多摩森林科学園） 

6月19日 〇 〇 〇 
農林水産省国立研究開発法人審議会 

第26回林野部会 

農林水産省 

（主催：農林水産省） 

6月25日 

～26日 

〇 〇 〇 関東地区特定母樹等普及促進会議 静岡県富士市 

（主催・林木育種センター） 

7月4日 ○ 

森林産業コミュニティ・ネットワーク(FICo

N)第10回ウェブ検討会～中大規模木造建築

における国産材の利用促進に向けて～ 

オンライン開催（Teams）

（共催：FICoN、森林総合研究所） 

7月8日 ○ 水源林造成業務リスク管理委員会 
整備センター 

（主催・森林整備センター） 

7月10日 ○ 関西支所 令和6年度公開講演会 
呉竹文化センターホール（京都市） 

（主催：関西支所） 

7月19日 〇 〇 〇 
農林水産省国立研究開発法人審議会 

第27回林野部会 

農林水産省 

（主催：農林水産省） 

7月20日 ○ 
令和6年度第1回森林教室 

「昆虫標本をつくろう！」 

関西支所 

（主催：関西支所） 

7月20日 ○ エコフェスひたち2024 日立シビックセンター 

(ブース出展：林木育種センター) 

7月22日～

23日 
○ 

令和６年度九州地区林業試験研究機関連絡

協議会場所長会議 

九州支所 

（主催：九州地区林業試験研究機関

連絡協議会 

Ⅲ－１

Ⅲ－１－1



月 日 行 事 内 容 出 席 者

5月10日(金) 【共】第2回理事会 理事長、各理事、森林保険センター所長、監事

〃 【共】監事意見書の理事者への手交 理事長、各理事、監事

16日(木) 【研】全国木材組合連合会第85会通常総会
理事長

17日(金) 【研】JICA研修員（コンゴ民主共和国）表敬訪問
理事長

〃
【研】フェローの集い

理事長、企画・総務・森林保険担当理事、研究担当理
事

20日(月) 【研】調達等合理化検討委員会
企画・総務・森林保険担当理事

21日(火) 【育】第1回育種運営会議 理事長、企画・総務・森林保険担当理事、研究担当理
事、育種事業・森林バイオ担当理事、法令遵守担当理
事

〃
【研】産学官民・地域連携推進委員会

研究担当理事

22日(水) 【研】（一社）日本森林学会定時総会
理事長、研究担当理事

23日(木) 【研・育】第1回森林総合研究所等リスク管理委員会 研究担当理事、育種事業・森林バイオ担当理事

24日(金) 【整】第１回事業運営会議 理事長、企画・総務・森林保険担当理事、森林業務担
当理事、法令遵守担当理事、監事

〃 【保】第１回森林保険運営会議 理事長、企画・総務・森林保険担当理事、法令遵守担
当理事、森林保険センター所長、監事

26日(日) 【整】第74回全国植樹祭 理事長、森林業務担当理事

28日(火) 【共】第1回機構会議 理事長、各理事、森林保険センター所長、監事

〃 【研・育】産学官民・国際連携推進本部会議 研究担当理事、育種事業・森林バイオ担当理事

29日(水) 【研・育】第1回業績審査委員会 企画・総務・森林保険担当理事、研究担当理事、育種
事業・森林バイオ担当理事

〃 【研】地域情勢交換会議 理事長、企画・総務・森林保険担当理事、研究担当理
事

31日(金) 【研】第1回契約監視委員会
企画・総務・森林保険担当理事、監事

6月3日(月)
庁議 理事長

〃 【研】日本ウッドデザイン協会総会 理事長

〃 【育】永年勤続表彰授与式 育種事業・森林バイオ担当理事

4日(火)
【研】永年勤続表彰授与式

理事長、企画・総務・森林保険担当理事、研究担当理
事

〃 【育】永年勤続表彰授与式 育種事業・森林バイオ担当理事

〃 【研】訪日研修（インドオディシャ州森林局）表敬訪問
理事長

主要行事（令和６年５月１０日～令和６年６月６日）

※ 【研】：森林総合研究所、【育】：林木育種センター、【整】：森林整備センター、【保】：森林保険センター、【共】：共通の行事 の略

令和６年６月理事会資料

国 立 研 究 開 発 法 人

森 林 研 究 ・ 整 備 機 構
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森林総合研究所が広報普及した主な研究成果等について

〇 前月以降公開済の研究成果

研究者・担当者名 掲載誌名 論文公開時期 備考

1
ｵｵﾊｼ ﾊﾙｶ
大橋春香
野生動物研究領域

Science 2024/04
プレス
リリース

2
ﾓﾘｼﾀ ﾄﾓｱｷ
森下智陽
東北支所

Scientific Reports 2024/05
プレス
リリース

3
ｼｷﾞｮｳ ﾉﾌﾞﾋｺ
執行宣彦
立地環境研究領域

New Phytologist 2024/05
プレス
リリース

4
ﾀｶﾔﾏ ﾉﾘﾏｻ
高山範理
森林管理研究領域

－ －
プレス
リリース

5
ｶﾝｻﾞｷ ﾅﾂﾐ
神崎菜摘
関西支所

Nematology 2024/05
プレス
リリース

6
ｵｵﾊｼ ﾊﾙｶ
大橋春香
野生動物研究領域

Applied Vegetation
Science

2024/02
プレス
リリース

7
ﾔﾏﾀﾞ ﾀﾂﾋｺ
山田竜彦
新素材研究拠点

－ －
プレス
リリース

8
ﾂｼﾞｲ ﾕｳｷ
辻井 悠希
植物生態研究領域

New Phytologist 2024/02

〇 最近のシンポジウム・イベント

名称 担当 主催等 開催場所 開催日 備考

1
第33回森と花の祭典-みどり
の感謝祭-「みどりとふれあう
フェスティバル」

森林総合研究所
企画部広報普及科

みどりの感謝祭運営事務局
（農林水産省・林野庁他）

高尾599ミュージアム
（東京都八王子市）

5月11日（土）
11：00～17：00
5月12日（日）
11：00～16：00

2

公開シンポジウム「地球の肺
を守ろう～世界三大熱帯林の
現状及び課題、その保全策
について理解を深める～」

森林総合研究所
REDDプラス・海外
森林防災研究開発
センター

国際協力機構/JICA
JICA 地球ひろば 2F
国際会議場（東京都
新宿区）

5月20日（月）
13：00～16：30

後援

3
森林講座「カンボジアの森林
減少最前線での人々のくら
し」

森林総合研究所
多摩森林科学園業
務課

森林総合研究所
多摩森林科学園森の
科学館（東京都八王
子市）

6月12日（水）
13：15～15：00

広報タイトル

令 和 6 年 6 月 理 事 会 資 料
森 林 研 究 ・ 整 備 機 構
森 林 総 合 研 究 所

持続可能な発展に向けた対策は生物多様性の損
失を抑え生態系サービスを向上させる

リンの使われ方が葉の機能に関わることを解明

～スギの成分で石油由来材を一部代替～
木質バイオ材を活用した「改質リグニン配合プラス
チック素材」を開発

アラスカ山岳氷河末端からのメタン放出をはじめて
検出 —未解明の放出源に関する新知見—

その場所ならではの土壌微生物の構成が落葉分解
の進行の鍵 —落葉分解のホームフィールド・アド
ヴァンテージ現象を解明—

イマーシブテクノロジーが叶える「デジタル森林浴」
の共同研究契約を継続。空間VR技術による生産性
向上・疲労低減効果の科学的検証へ

菅平高原実験所構内でモデル生物に近縁な新種の
線虫を発見

過去77年間の小笠原諸島の植生変化を解明－過
去の人為的攪乱の履歴が、生態系の復元可能性に
影響－
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